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種類と分布

水産業上重要な力二類の分布と漁獲 (1992～96年の平均値)
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ロ ワタリガニ類 ■ イチョウガニ類

■ タラバガニ類 ロ オオエンコウガニ類

回 クモガニ類  □ その他の力二類

■ 力二類の分類

カニ類は、エビ類の長尾類に対 して短尾類と呼ばれています。

それは腹部が退化 し、腹側に折 りたたまれているためです。

ヤ ドカリ類は腹部がねじれ、左右が不相称なため異尾類 と呼

ばれています。

カニ類は、甲の形や甲面の状態、毛 顆粒・棘の有無や形状、

交尾器の形などによって分けられています。

種類数は、全世界では約5,000種、そのうちわが国では約

1,000種類が生虐、しますが、ここでは水産業上重要とされて

いる種類を取 り上げました。

なお、重要種の一つであるタラバガニ類は真のカニ類では

なく、ヤ ドカリ類に分類されます。雌の腹部が右側にねじれ

てお り、左 4員1に だけしか付属肢がありません (カ ニ類では腹

部は左右相称で、両惧1に付属肢があります)。 はさみの形 も

ヤ ドカリ型です し、必ず右のはさみが大 きいのも寒海系ヤ ド

カリ類の特徴です。
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(FAO統計資料より)

■ 体のつくり

甲の輪郭はさまざまですが、頭胸部は 1枚の甲で覆われて

います。

これは外骨格で、その表面の凸凹は内蔵諸器官の位置に対応し、

筋肉や174の 付着点となっています。甲域は内蔵に対応 して心域、

肝域、鯛域、胃域、腸域と呼ばれています。

腹部は筋肉がほとんど退化 して月夏側に折 りたたまれていま

すが、その幅が雄のは比較的幅が狭 く、lllEの は幅が広 く胸甲

の全面を覆っています。

腹部が本来 7節 ですが、何節かが癒合していることが多 く、

雄は 2対 、雌は 4対 の腹肢があります。雄では一般に第 1腹

肢が交尾器となってお り、種ごとに一定の形をしていて分類

の重要な手がが りとなっています。第 2～ 5腹節に 1対 ずつ

ある雌の腹肢は根元から枝分かれし、それぞれが長尾で縁取

られています。この毛に卵が産みつけられます。

カニ類は 1対のはさみ脚と4対 (3対の種類も希にあります)

の歩脚をもっています。はさみ脚は歩脚の変形 したもので、

ズワイガニの雌雄の見分け方

原胃域

肝域

中胃域

後胃域

心域

腸域

物を掴んだり、切 り裂いたり、潰したりといろいろな働 きが

あります。また、多 くの種では雄の第 2次性徴 としてはさみ

が大 きくなりますが、単に飾 りだけではなく、交尾の際にll

を抱 き抱える役 目をしています。種類によっては、左右のは

さみの大きさが違っていて、その代表種はシオマネキですが、

一定の型に振 り動かして求愛をします。歩脚は体の横につい

ているので、必然的に横歩きになりますが、場所に応 じて前

や斜めに歩 くこともできます。なお砂泥地に棲む種類は、主

として前に、必要があれば横にも斜めにも歩 くことができます。

ワタリガニ類は最後の歩脚が偏平な遊泳脚になっていて、

泳 ぐときには、進行方向のはさみ脚で舵を取 りながら、遊泳

脚を動か して滑らかに泳ぎます。アサヒガニ類は総ての歩脚

が偏平ですが、これは砂に潜るために使われています。
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■ 分類体系
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代表種

ズワイガニ ζα′′ο,′ οιοOιθS″ノ′ノοノ

カニの女王と呼ばれ、日本海の冬の味覚として知られています。

日本海の朝鮮半島北部、本州北部の大平洋岸からベーリング海、

アラスカ湾から北アメリカ西岸に分布 し、水深は50～ 600m、 水温

は0～ 13℃ の砂泥底に生′自、します。

古くから食用とされていたこともあって、越前蟹、松葉蟹、セイコ

セコ、メガニ、コモチガニなど色々な呼び名があり、秋田 山形地

方では本種をタラバガニ、タラバガニをズヮイガニと呼ぶこともあ

ります。

甲は丸みのある三角形で、甲幅は雄で約1 5cm(最 大約1 8cm)、 雌

で約 8 cm(最 大1 lcm)、 性的成熟は雄が甲1日6 6cm、 雌が6 3cmです。

近縁のオオズワイガニ (chlonoccctcs bゴ rdi)は、ズワイガニよりも

大型です。甲は幅の広い三角形で、背面の盛 り上が りが弱いのが特

徴です。北海道近海で漁獲されますが、ベーリング海に多産します。

バルダイ種の名で輸入されていますが、ズワイガニの名で販売され

ています。

ガザミ ″レ′ι′″,ι s′″′″♭ικ″′α′″リ

カニ料理の代表種で、ワタリガニの名で知られています。

東京湾から南、中国沿岸まで分布しますが、タイワンガザミより

内湾性です。

甲は横長の菱形。大きさはlltで 甲長約2 5 cm。 産卵は1 3cmく らいか

らで、年 2回、水深5～ 10mの藻場付近で行います。冬には水深20m
水温10℃ 位の所で越冬 します。寿命は満 2年 と推定されています。

べニズワイガニ ζ働′ο″οιεσ′OS″″″′
“
′リ

日本海と本州北部大平洋岸、オホーツク海に分布する深海性のカニです。

雄は甲長1 6cmに達する大型種。鮮やかな橙赤色をしています。甲

面はズワイガニよりも強く盛り上がっています。

夕カアシガニ 0物ε′っε力ι′″ 力αι″1陵γ″

岩手県沖から台湾、東シナ海の大陸沿岸まで発見されていますが、

駿河湾から土佐湾までが分布の中心といわれています。

甲の輪郭は縦長の洋梨形で、甲長は4 0cmに なります。はさみ脚、

歩脚は円筒形です。十分に成長した雄のはさみ脚は非常に長 く、広

げると4mほ どになるので、「世界最大のカニ」といわれていますが、

甲だけではオース トラリアオオガニの方が大きいです。

タイワンガザミ ″″′,ィ ″′′s´ιたgた′
`リ

日本からインド洋まで分布しますが、地中海東部にも定着しており

内湾の水深 5～ 30mの砂泥底に生息しています。東南アジアではノ

コギリガザミに次ぐ重要種です。

ノコギリガザミ おり′′αs″″施ノ

南方系のカニで、特にマングロープの沼沢地に多いが、房総半島南か

らオーストラリア、インド洋西部の海域まで広く分布します。東南アジ

アやオーストラリアでの重要な食用ガニです。甲幅は2 Clcmに 達します。

ケガニ ば万″′αι″′′Sおθπbοι力′″

多 くは宮城県松島湾付近から北の大平洋岸 と日本海全域ですが、
カムチャッカ、アラスカ沿岸にも分布し、生息水深は30～ 200mです。

甲はやや縦長、九みをもった四角形で、その名のとおり毛が生え

ており、甲面は尖った顆粒 と短い剛毛で覆われています。大きさは
一般には甲長約1 0cm(大 きいもので約1 3cm)で す。

アサヒガニ ぱα″′″α′η″′′′αノ

日本からハワイ、南大平洋、オース トラリア、インド洋に広 く分

布し、水深数m～ 50mの 砂底に棲んでいます。わが回近海では、九

州南部で漁獲されていますが、量的には多 くありません。はさみ脚
は大きく、平らで、鎌形の可動指をもっており、甲長2 0cm以上にな
る大型種です。

モクスガニ Cttο
`力

ο″ノω O′′ね rSp

各地の河川、河口付近の汽水域、潮間帯に生息しています。北海
道から沖縄に至る全域、台湾、朝鮮半島東部にも生息 しています。

古 くから人々との関わりが多かったので、ズガニ、ヶガニ、モク
ゾウガニ、ヵヮガニなどの地方名があります。甲幅 6 cmに なる大型
種ですが、肺吸虫の中間宿主となるので調理には注意が必要です。

甲は丸みのある四角形。はさみ脚には長い軟毛があり、これが藻
の屑をつけているように見えることからこの名が付けられました。

(日本の水産「蟹」より)

タラバガニ ″
“
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カニの王様と呼ばれています。外形はカニに似ていますが、体の

特徴からヤドカリ類 (異尾類)に 含まれます。

日本海、北大平洋の水温10℃ 以下の海底に生息し、タラの漁場と
重なることからこの名が付けられました。生′自、深度は年齢、性、季
節などによって異なりますが、30～ 360mと 幅が広 く、北ほど浅く、
北海道沿岸では200m内外といわれています。

甲幅は2 8cm、 重さは1 lkgに もなり、歩脚を広げるとlm以上にな
ります。寿命は雄で30年、雌は25年 といわれています。

アフラガニ a″グ′r/1。〃
“
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“
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日本海からオホーック海、ベーリング海に分布しますが、北海道
沿岸では少なく、ベーリング海北部に多い。

タラバガニに似ていますが、歩脚が細長い。全身が青紫色、歩脚
の縦縞が青紫色ではっきりしているので、アオガニとも呼ばれてい
ます。

八ナサキガニ ″レグ′J17οルsみ″ουゎ′リ

北海道の花咲半島 (根室半島)近海に多いのでこの名があります。
礼文島近海、千島列島、樺太、カムチャッカ半島沿岸、ベーリング
海まで広く分布しますが、根室近海と千島列島に多く、生′自、水深は
20～ 190mと いわれ、小型の個体は磯の海藻の間でも見られます。
甲1届 は約1 5cm、 甲長もほぼ同じです。甲面、はさみ脚、歩脚は鋭

い突起で覆われています。漁獲サイズの9 cmに 達するまでに約 8年
かかるといわれています。



わが国の漁業

第二次大戦以前のカニ漁はタラバガニが中心で、特に、大

正14年 (1925年)頃 より漁獲量が急激に増加 しています。

これは洋上加工 (「蟹工船Jの 出現による)ができるようにな

ったことが大きな理由です。

漁獲統計からみた戦後のカニ漁業は、全体的には順調な伸

びを示 し、昭和30年 (1955年 )頃から6万 トン前後を漁獲 し、

昭和43年 (1968年 )には最高の117,737ト ンを記録 しまし

たが、その後減少傾向にあり、平成 9年 (1997年 )に は4万

トン台の水準となっています。

この間の推移を種類別にみますと、昭和40年頃まではタラ

バガニが約半数を占めてましたが、米・ソの大陸棚宣言が影

■ 漁獲量・漁獲高

ここ10年間の漁獲量変化をみると、1991年 を除き漸減傾

向にありましたが、1996年から更に顕者となりました。数量

的には1987年 に77,000ト ンでしたが、最近は45,000ト ンと、

当時の約58%に減少 しています。種類 としてはズワイガニ、

ロタラバガニ ■ガザミ類

■ズワイガニ ロその他の力二類

■べニズワイガニ

0
198788899091 92 93 94959697

わが国における力二類の漁獲量推移 (農林水産統計より)

●タラバガニ

近年の生産はほとんどが北海道で、最近では1994年 の472
トンを最高に減少しています。

●ズワイガニ

ここ5年間の状況をみると、1993年から増加し、1995年

に9,000ト ン台を記録しましたが、それ以後は減少しています。

続計によると、北海道が約39%で トップ、以下、石川、東京、

鳥取、福井、兵庫と続いています。

●べニズワイガニ

1995年 にその他のカニ類から統計を独立して統計資料が整

理されました。総漁獲量は約28,000～ 29,000ト ンで、島根、

鳥取、北海道、兵庫など日本海側に産します。

響し激減 しました。一方、タラバガニの減少にともない工船

による遠洋ズワイガニ漁業がカニ漁獲の主流を占めていまし

たが、昭和52年 (1977年 )に 同じく両国が200海 里を設定

したことによつてこの漁業も終焉 しました。その結果、現在

タラバガニとズワイガニの大部分はロシアとアメリカから輸

入されています。

最近の漁獲 をみますと、もっぱら沿岸漁業によるもので、

その半数をベニズワイガニが占め、ズヮイガニ、ガザミと続

いていますが、その他のカニ類にはケガニやハナサキガニな

どの重要種 も含まれています。

ベニズヮイガニ、ガザミです。

漁獲高については1990年に急激に増加 し、1991年 には約

530億 円と最高を記録 しましたが、それ以後は300億 円台に

減少しています。

□ 1997年        
ガザミ

□ 1996年
■ 1995年
目 1994年

■「特定海, 源」に指定されたズワイガニ

「国連海洋法条約」の発効にともない、「漁獲可能量制度J

が制定され、従来の漁業管理体系を活用しつつ、適切な資源

管理を進め、漁業の発展と水産物の安定供給を図ろうとして

います。そうした中で、主要魚種のうち、漁獲量が多く経済

的価値の高い魚種、資源状態が極めて悪く、緊急に保存およ

び管理を行うべき魚種、わが国周辺水域で外国漁船による漁

■「地方設定魚種」として整理された力二類漁獲量の推移

農水省統計情報部が集計報告している漁獲統計は、分類総

数の約半分が「・・・類J、 「その他の・・・類Jと なっていて、

単一名での漁獲量が明らかにされていない現状です。そこで、

各都道府県では、全国統計の「 ・・類」、「その他の・・・類」

195658606264666870727476788082848688909294

べニズワイガニ ■ 1995年
■ 1996年

島根  兵庫  石川  新潟  福島  秋田

鳥取  福丼  冨山  東京  山形  宮城 Jヒ 海道

日l::こ笙  その他の力二
■ 1995年
□ 1994年

獲が行われている魚種のいずれかに該当し、かつ「漁獲可能

量 (TAC)を 設定するに足 りるデータや知見のものの中から

優先度の高いものを「特定海洋資源」 として指定 し、農林水

産大臣が漁獲可能量を設定 して保存管理を行 うことになり、

その一つとしてズワイガニが指定され、漁獲可能量は平成 9

年には4,815ト ン、平成10年 には4,945ト ンでした。

の中から、地方で重要な魚種を「地方設定魚種Jと して取 り

上げ、独自に集計報告を行っています。このようにして整理

された漁獲データを下に図を作成しました。

195658606264666870727476788082848688909294
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100
固タラノヽガニ

■ズワイガニ

■ベニズヮイガニ

■ガザミ類

□その他の力二類

198788899091 929394959697
わが国における力二類の漁獲高推移 (農林水産統計より)

●ガサミ

年間総漁獲量は、1995年 に約4,100ト ンを記録し、以後は

減少傾向にあります。大分、福岡、愛媛、山口、佐賀などが

多いです。

●その他の力二類

1995年からベニズワイガニが統計を独立して扱われたこと

により数値が変わりました。その他の種類としては、ハナサ

キガニ、ケガニなどが含まれています。

■ 力二類の漁法

図に示すように、その他の漁業が中心で70～ 80%を 占めて

おり、主な漁法は籠網漁です。
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わが国の漁業 (力 二類)漁獲量

全国の地方設定魚種の漁獲量 (増補版)よ り

ガザミ用の籠網

(日 本の水産「蟹」

籠の投入れ (日本の水産「蟹」より)
べニズヮイガニ用の籠網 (日 本の水産「蟹」



輸入

カニ類は、金額的にみると、エビ、マグロ、ウナギ、サケ

に次いで重要な輸入品となっています。

品日としては、①冷凍品、②活・生鮮・冷蔵品、③調整品 (気

密容器)、 ④調整品 (気密容器以外)の 4種に区別されています。

1970～ 1998年 までの輸入の推移をみると2つ のピークが

あり、一つは小さいですが1979年 の約4,000ト ンを境に減少

傾向に入りましたが、1983年 を境に上昇傾向となり、1991
年からほぼ100,000ト ンを超える水準で推移し、最近は約

120,000ト ン台が記録されています。

(千 トン)
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19707274767880828486889092949698

カニ類の国別輸入推移 (通関統計より)

(1970～ 1998)

●タラノヽ ガニ

かつては冷凍品が主体で したが、1992年 頃から活 生鮮・

冷蔵品が多 くな り、1996年 頃か らは約40%を 占めています。

品 目別にみます と、冷凍品は1993年 頃か ら増加 し、1996年
に最高の32,467ト ンに達 しましたが、それ以後は減少 してい

ます。

(千 トン)

40   ■■ 韓国       (冷 凍)

□ ロシア

30   ‐ アメリカ

回団 その他
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0
19901991 1992199319941995199619971998

国別にみますと、最初はアメリカが圧倒的に多く1993年 頃

まで続きましたが、最近はロシアからが最も多く、カナダも

多くなっています。

種類別にみますと、冷凍品はズワイガニが最も多く、ワタリ

ガニは横這い状態です。近年はタラバガニが増えています。

また、活・生鮮・冷蔵品としては、199o～ 1995年 まではヮ

タリガニの占める割合が多かったのですが、今日ではズワイ

ガニの漸増に対して、タラバガニが著しく増加しています。

(千 トン)
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199019911992199319941995199619971998

カニ類の輸入数量と金額の年変化 (通関統計より)

(活・生鮮・冷蔵・冷凍 )

国別では1993年頃まではアメリカからでしたが、現在は大

部分がロシアからといってよいようです。活・生鮮・冷蔵品は

1994年 頃から増加し、1997年 には20,350ト ンと最高になり、

現在は減少傾向にあります。国別にみるとロシアが圧倒的で、

現在は、殆どが輸入に頼っているといってよいようです。

(千 トン)

25 □ ロシア   (活 ・螂 ・冷蔵)

‐ アメリカ

ロ カナダ

幽 その他

0
19901991199219931994199519961997 1998

頃から増加 し、現在 も漸増加傾向にあります。国別では北朝

鮮となっていますが、大部分はベニズワイガニです。 1992
年にはロシアからも入 り、1994年から急増 し、現在は約85
%を 占めています。

(千 トン)

25
北朝鮮 (活

・生鮮・冷蔵)

ロシア

台湾、 ヴェ トナムなどか らも入 っています。活 ・生鮮 ・冷蔵

品は1993年 を除いて、1990～ 1995年 まではおおむね横這

いで したが、1996年から急激に減少 し、その後 も漸減傾向に

あ ります。国別では中国が圧倒的で、次いで韓国です。

(千 トン)

8        (活 。生鮮・冷蔵)

6

4

2

フトシェル)な どを中心として比較的多 く、次いでロシアから

ケガニなど、そして中国からのチュウゴクモクズガニ (上海ガ
ニ)な どです。活・生鮮・冷蔵品は1997年から急激に増加し、

1998年 には6,000ト ン台となっていますが、その大部分はロ

シアからのケガニなど、次いでオース トラリアのス トーンクラ

ブなどとなっています。

(千 トン)
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(冷凍)    Eコ ロシア

ロ カナダ

■■ アメリカ

(千 トン)
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●その他の力二類

全体としては、変動しながらも増加傾向にあり、1996年 か

ら活・生鮮・冷蔵品が過半数もしくは大半を占めています。品

目別にみますと、冷凍品は1990年 の3,175ト ンを最高に、上

下動をしながらも1994～ 1995年 と増加傾向にありましたが、
1996年 から急に減少し、横這い状態にあります。国と種類別

にみますと、アメリカからダンジネスクラブ、ブルークラブ (ソ

(千 トン)
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ズワイガニの主要国別輸入実績 (通関統計より)

●ワタリガニ類

1994年に一時急増しましたが、その後は減少傾向です。品

目別にみます4、 冷凍品は1994年に最高の16,000ト ン台を

記録しました。他の年は多少の変動はみられますが、おおむ

ね横這い状態にあるといえます。国別では中国が大半を占め、

‐ 中国

°
                            97  98                 

°
  199091 92 93 94 95 96 97 98199091 92 93 94 95 96

ワタリガニ類の主要国別輸入実績 (通関統計より)
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□ ロシァ      (活 ・生鮮・冷蔵)

ロ オーストラリアタラバガニの主要国別輸入実績 (通関統計より)

●ズワイガニ

1991～ 1992年をピークに減少傾向にありますが、現在も

冷凍品が約70%を 占めています。品目別にみますと、冷凍品

は1991～ 1992年に87,000～ 88,000ト ンを記録しましたが、

その後は減少傾向にあります。国別では1994年 頃まではアメ

リカからでしたが、1995年からカナダが増加し、ロシアから

も入るようになりました。活・生鮮 冷蔵品は、 1994年

0
199091 92 93

0
96  97  98                        199019911992199319941995199619971998

その他の力二類の主要国別輸入実績 (通関統計より)



種苗生産と放流 食文化

同じ仲間であるエビ類の養殖技術は確立されつつありますが、  問題があるようです。                          カニは世界の各地で食べ られていますが、地域によって種    既に述べたように、かつては冷凍、あるいは缶詰にされて
カニ類は幾つかのち種類 (ガ ザミ、アサヒガニ、ケガニ、モ    _方 では抱卵 したlllEか ら放出されたゾエア幼生を飼育 し、       類が違っています。例えば、アメリカではダンジネスクラブ   いましたが、今 日では保存技術が発達 したこともあって、新
クズガニなど)で養殖試験が行われているものの、難 しいよ   メガロパ幼生から適当な大 きさの幼ガニになった段階で放流       やブルークラブ、ヨーロッパではヨーロッパイチ ョウガニ、   鮮なものが食べられるようになりました。
うです。その理由は、商業サイズまでの成長に時間がかかり、   が行われています。現在はガザミやケガニを中心に放流事業       東南アジアではワタリガニ類などです。              ヵ二類は栄養学的には優れたものがないようですが、味の
しかも稚ガニは共食いをするなど、施設あるいは技術などに   が行われています。                            わが国は消費量が多 く、各地で食べ られていますが、冬の   良さは抜群といってよいよぅです。その味の素になっているの

味覚の王者といえば、なんといってもタラバガニとズヮイガ   が、エビと同じくグリシンやァラニンなどのアミノ酸ですが、
●ガザミ                                                             ニとぃってよいでしよう。一時は「高嶺の花Jと いう感 じで   更にペタインやホマーリンなどのエキス成分が旨味を増 して

ガザミの種苗生産は、昭和の初期から開始され、昭和12年    たといえます。                             したが、今 日では容易に口にすることができるようになりま   いるといわれています。代表種の栄養成分を図に示しました。

に初めて稚ガニまでの飼育に成功し、昭和20年代後半から30    放流はあるサイズまで中間育成後に行われ、昭和61年 には       したoしかし、カニは獲れる時期が短いので、年間を通して    新鮮なものを食べるのが一番といわれていますが、カニ料

年代半ばにかけてタイワンガザミの種苗生産技術の基礎が固   3,000万 尾に達 し、その後も多少の変動はあるものの、図に       の供給に苦心しているようです。                理の幾つかの例を紹介 します。

められました。                        示すごとく2,000～ 3,000万 尾台の水準が確保され、平成 9

その後 も研究が進められ、飼育技術 も著 しい進歩を遂げま   年には4,125万 尾が放流されています。その結果、ガザミの

した。例えば、幼生の飼育は明るい条件が適 していること、   漁獲量は、昭和57～ 61年には5,000ト ンまで増加 しましたが、

飼育水には珪藻などの植物プランクトンの繁殖を維持すべ き   その後は若干の変動はありますがやや減少傾向にあるようです。                                                    黄身酢措Hサ

ことなど、昭和50年代の中頃にいたり、量産技術が確立され

メガロパ

すり流し椀(ガザミ類)■モクスガニ                     ゾェァ
■ナAサキガニ
■ケガニ
ロノコギリガザミ
ロアミメノコギリガザミ
麿ヨタラリiガニ

■タイワンガザミ

1988899091 9293 94959697         
■■ガザミ

カニ類の種苗放流実績
力二の紅白揚げ

(水産庁。日栽協資料より)

ガザミの幼生

ヘ イケガニの話

タ ラ バ ガ ニ

壇ノ浦の戦いに敗れた平家―門の亡霊が化してヘイケガニにな  いるのですから、単なる伝説にすぎないことは言うまでもありま

つたという伝説は、ヘイケガニの甲面に刻まれた面相をみれば、  せん。

もつともらしく聞こえます。屋島や壇ノ浦付近の瀬戸内海に多い   ヘイケガニの仲間は日本沿岸から十数種知られており、ヘイケ

となればなおさらです。                     ガニのはか、キメンガニ、サメ八ダヘイケガニ、イズヘイケガニ

甲面の
・
目
・
、
・
鼻
・
、“口

"に
見えるところがそれぞれ鯛、胃、  などは各地に少なくありません。もちろん南太平洋からイン ド洋

心臓のある場所で、甲全体としていかにも悔しそうな顔つきに見  からもたくさんの種類が知られています。いずれの種も浅海の砂

えます。しかし、源平の合戦はたかだか800年ほど前であるのに  泥底にすみ、後ろ 2対の脚で二枚貝の殻を背負つて体を隠してい             猿蟹合戦 の言舌
対して、ヘイケガニ類の化石は3000万年前の地層から出土して  ます。

マメヘイケガニ               ヘイケガニ                キメンガニ                      蟹が丹精して育てた木に実つた柿を独り占めにしたサルを栗、蜂、  広げています。川沿いの人々には馴染み深い力二ですし、近年は、
自などが力を合わせて懲らしめる   、猿蟹合戦の話を知つて  都会のペットショップでも見られます。
いる子供たちは今どのくらいいるのでしょうか。           最近では、復讐物語はよくないとぃぅ「教育上の配慮」から、
猿蟹合戦に登場する力二は陸上を歩いているわけですから、察  最後にサルと力二が握手するように変えられていることもあるそ

するところアカテガニかベンケイガニの仲間ということになるで  うですが、子供たちは、弱者が協力して理不尽な相手に立ち向か
しょう。これらの力二は、幼生は海で育ちますが、成長とともに  うところに痛快さを感じるのではないでしょうか。
川沿いに上流まで、さらに水からかなり離れた場所まで生育域を

白砂の浜にすむ力二の話

松林の向こうに広がる白い砂浜。石川啄木は「東海の小島の磯  む力二はスナガニですから問題があります。
の白砂に われ泣きぬれて かにとたわむる」と美しく詠みまし   スナガニはちょっとでも動けば巣穴に逃げ込んでしまいます。
た。白い砂浜に座つている自分がまるで悲劇の主人公になつたよ  また、時速 6～ 7kmの早さで走ることができますし、ジグザグ
うに、その情景が目に浮かびますが   、このような砂浜にす  にさえ走り議すから、「たわむれる」のはちょっと無理では   。

サメ八ダヘイケガニ イズヘイケガニ カクヘイケガニ


